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浦和レッズ、
ACL（アジア・チャンピオンズリーグ）で初優勝

埼
玉 

市町協会理事長会議開催

１０月２８日、県内の市町協会の理事長を招いて、会議と懇親会
をさいたま共済会館で開催した。会議では、横山専務理事から
SFAミッションの説明とその質疑応答、そして三戸・星野副会
長、各専門委員長出席の下、協会運営に関する質疑応答がなさ
れた。
特に質疑応答では、ミッションで掲げた「学校を核としたコ

ミュニティづくり」をはじめ、施設、トレセン、そして登録と
多岐に渡り、質問が投げかけられた。中には厳しくも暖かい叱
咤激励の言葉もあり、SFAと各市町協会のつながりを作る第一
歩としては、意義のある会
議となった。
ただ残念なのは、欠席の

市町協会が多かったこと。
それも、出欠の返答もない
市町協会が多く、改めて積
極的な交流、働きがけが必
要との認識を持った。
今後、年数回はこのよう

な会議を行い、SFAとし
ても各市町村へと出て「タ
ウンミーティング」を開催
したいと考えている。
なお当日は、豪雨にもか

かわらず、足を運んでいた
だいた皆様には厚くお礼を
申し上げたい。今後ともよ
ろしくお願い致します。

１１月１４日、埼玉スタジアム２○○２において、ACLの決勝
第２試合が行われ、レッズが日本のチームとして初優勝を決め
た。強敵セパハン（イラン）との第１戦は１対１で迎え、ホーム
で迎えたこの試合、永井が２２分に先制すると、７１分には阿部が
２点目を入れ、試合を決めた。１次リーグから無敗での優勝は
初の快挙。MVPには永井が選ばれ、得点王には５得点を挙げ
たポンテとサイド・サレヒ（セパハン）が輝いた。
これにより、レッズはアジア代表として、FIFAクラブワール

ドカップに出場することになった。埼玉の代表としても頑張っ
ていただきたい。

１１月１１日、新装となったNACK５スタジアム大宮で、J１リ
ーグ第３１節大宮アルディージャ対大分トリニータが行われた。
J１残留を賭けたこの試合、先制したのは大宮。前半３分にMF
小林慶行のゴールで、スタジアムのオープニングに華を添えた。
だが、その先制した勢いが続かず、２６分に同点とされ、残り２
分に逆転を喫した。
さてスタジアムは、ゴール裏のスタンドはせり上がり、アウ

ェー側には大型モニターが設置された。埼玉サッカーの聖地で
もあるスタジアム。さらに埼玉のサッカーの歴史を彩っていっ
てほしい。

Wonderful 
Saitama

大宮アルディージャ、
NACK5スタジアム大宮で初試合



出席者：飯田　隆　氏（テレ玉）
金子嘉之　氏（FM NACK5）
砂生敏一　氏（埼玉新聞）
橋上賢一　氏（朝日新聞埼玉少年少女スポーツ）

（五十音順、以後敬称略）

横山謙三　専務理事
高橋　明　広報委員長
荒川裕治　広報委員（司会）

行きたい高校があるか？

横山 本日はお集まりいただきまして、誠にありがとうござい
ます。レッズ、アルディージャからキッズまで、我々は何をす
ればいいのかをご意見を伺いたいと思っています。また、皆さ
んを通じて、多くの人に伝えていただかないと発展しません。
本日はよろしくお願いします。

――まず、自己紹介を兼ねて、県民がサッカーをどう見ている
と思っているのか、ご発言いただけますか。

橋上 私どもの媒体は、月２回、朝日新聞のチラシに入ってい
ます。中学生以下のスポーツ、文化活動を取り上げています。
立場上、サッカーでいう３種と４種を見ていますが、中学校

が一番大変で、指導者不足が深刻です。編集部に父兄から「どこ
がしっかり教えてくれるのか」という問い合わせが多いんです。
砂生 埼玉新聞は、サッカーにはかなりのページ数を割いている
と思います。レッズで週４回、アルディージャは週３回は紹介し、
社会人の結果なども紹介しています。小学生の結果は、市民ス
ポーツ部の担当ですが、週３回は掲載しているところです。
レッズの試合の翌日は、駅でもコンビニでも完売になります。

また高校サッカーも、選手権になると結果や組み合わせの問い
合わせが多く、電話がふさがってしまうこともあるくらい。た
だ、中学の部活が地盤沈下して活気がないのもわかっています。
クラブは頑張っていると思いますが。
飯田 テレ玉は昭和５４年に開局し、高校サッカー、中学生の新
人戦、少年団大会、そしてＪリーグ、なでしこと全体を網羅し
ています。特にレッズの試合は、どの番組よりも視聴率が高く、
やりがいを感じています。これからデジタル放送に移行します
が、データとして文字で出せるようになると、もっとサービス
としてはよくなると思います。数字的には、高校サッカーも侮
れません。サッカーは県民にとって関心度の高いソフトです。

金子 NACK５は１９
年前に開局し、ま
ずNTT関東を盛り
上げようとしてサッ
カーに関わってきま
した。今はレッズ、
アルディージャとも
優劣をつけずに放
送しているところ
です。
サッカーはＪ（リー
グ）だけしか放送し
ていないだけに、
アマチュアに関し
てはなんとも言え
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～埼玉サッカーの向かうべきところは～

県内メディア座談会

ませんが、子供の関係で中学校に指導者がいない現状は理解し
ています。中学生に話を聞くと「Ｊに行きたい」とは言いますが、
その間、「行きたい」高校がないようですね。
飯田 昔は高校選手権にＪのスカウトが来ていましたが、最近
は少なくなったような気がします。以前は、選手権とＪリーグ
が直結していたじゃないですか。選手権で頑張れば、スカウト
されていました。例えば、大宮の吉原くん（宏太）は、選手権で
活躍して札幌に入りました。それが、Ｊのユースチームに人気
が集まり、高校かユースか、プロか大学かを１５歳で選択しなけ
ればならない状態ですね。

橋上 ３種のと
ころでは、選手
が何百人、何千
人といます。彼
らの行く選択肢
が少なくなって
いるような気が
しますね。ただ、
サッカーをする
子供が増えてい
ることはいいこ
とだと思います。
飯田 それにし
ても高校選手権
で、関東勢が決

勝に来ない（苦笑）。来ないとメディアの扱いが少なくなるんで
すよ。

――なるほど。改めて、県民のサッカーへの関心の高さを認識さ
せられました。そしてまた、切実な問題も抱えているとも言え
ます。また埼玉という括りではありませんが、全国的に高校と
Ｊクラブは、密ではなくなっていますね。高校サッカーと言え
ば、来年は埼玉で高校総体があります。地元枠を含めて３チー
ム出場しますので、期待していただきたいと思っています。
さて次に、前もってお送りしましたSFAミッションについて

お伺いしたいと思います。砂生さん、ご質問はございますか。

砂生 施設に関して。
今年、高校選手権の
１回戦が学校会場で
した。国体もあり、
グラウンドは整備さ
れていますが、なか
なか使えないようで
すね。リコーグラウ
ンドは利用されてい
ますか。もっと利用
できるように、ホー
ムページを活用する
のもいいのでは。
飯田 申し訳ありま
せんが、私はまだリ
コーグラウンドは見たことがないんです。
橋上 岩槻の小学校の校庭は空いていますが、開放までは至っ
ていないようです。ナイター施設もありますが、活用されてい
ないところが多いようです。荒川河川敷に天然芝１００面構想があ
りました。これからは人工芝では。金子嘉之氏……NACK5取締役編成部長

橋上賢一氏……朝日新聞埼玉少年少女スポーツ編集長

砂生敏一氏……埼玉新聞運動部。浦和レッズ担当
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もっと情報発信を

飯田 となると、中学のチームへの外部指導者は大きな課題で
すね。今、どうなっていますか。

――今、３人決まりましたが、これからマッチングしていくと
ころです。

飯田 募集を告知すればいいのではないでしょうか。もっと知
ってもらうことが必要です。「やりたい」という人が出てくるん
じゃないですか。
金子 このミッションは、すべていい取り組みだと思います。
サッカーだけでなく、サッカー以上のモノの考え方をしている。
ここから選手と指導者が出てくれば、いいのではないでしょう
か。小学生、４種リーグからスタートさせたことは特にいいこ
とだと思いますね。
横山 やっている実態がなければ、理解していただけません。
ですから、始めたのです。
砂生 いいことをされているのだから、もっと情報がほしいも
のです。情報発信してほしいし、（メディアに）投げかけてほし
い。
金子 子供はいます。あとは指導者。これはSFAにかかってい
ます。子供たちの夢のために、いいサポートをしていただきた
い。私としては、今回を契機にラジオという媒体で、どう応援
できるか考えていきたいですね。
横山 本日はお
集まりいただき、
ありがとうござ
います。また、
忌憚のないご意
見を賜り、あり
がとうございま
した。
今日が始まり

です。年何回か
は、集まって意
見交換をしたい
ものです。今後
ともよろしくお
願い致します。

飯田 西武台の人工芝グラウンドは素晴らしかったですよ。も
っと人工芝が増えると、環境としては素晴らしくなるのでは。
――耐久性と利便性を考えると人工芝ですね。ただ、環境を考
えるとやはり天然芝がいいという声もあります。

素材づくりが４種リーグ

飯田 ４種リー
グが始まりまし
たが、３種、２種
でリーグ戦は日
程的に大丈夫な
んですか。
横山 今、ご指
摘の通り、高校
を出てＪリーグ
に入る選手はな
かなかいません。
レッズユースや
アルディージャ
ユースから入る
選手はいますが、
Ｊで活躍しているでしょうか。
高校の指導者から「いい素材は、レッズとアルディージャに

行ってしまう」と聞かされます。しかし、選手権の決勝トーナ
メントを見ていますが、いい選手はいるのです。ですが、国体
では負けていたりする……これらをどう見たらいいのでしょう
か。要は、サッカーというのは、いい選手といい指導者の両方
を作らなければいけないのですが、埼玉ではいい指導者を作る
ことを怠っていたのです。
そこで埼玉では、まずいい素材を作りだそうと考えて、まず

４種リーグを始めました。サッカーは判断力が大事です。自立
していなければ、いい判断はできません。自立した子供を育成
するのはコミュニティです。そのコミュニティを学校中心に作
ってもらいたい。そのためにリーグ戦をスタートさせたのです。
今、種を蒔いたところだと言っていいでしょう。これから３種
に広がってくれればと思っています。ただ、これからは子供た
ちの「品質管理」システムを作っていく必要があります。
中学には指導者がいないという声もあります。ですから、中

学校の先生を対象にした講習会も必要でしょう。また、団塊の
世代を外部指導者として
派遣していこうと思って
います。
施設などの環境、指導

者の問題もありますが、
やらなければなりませ
ん。１０年後、各年代の日
本代表の半分が“made
in Saitama”になって
くれたらと思っていると
ころです。
橋上 ４種リーグはいい
ことだと思いますね。ホ
ーム＆アウェイで行われ
る中で、朝から子供たち
の声が聞こえる街づくり
ができれば。町に子供の
声が聞こえてきません。
横山 そうですね、安全
な街作りに協力できれば
とも考えています。

飯田　隆氏……テレ玉スポーツ局スポーツ部長｠

横山専務理事
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●成年男子 ９月３０日～１０月３日
１回戦　　八橋運動公園健康広場

新潟県　２（１－０）（１－０）０　埼玉県
〈感想〉
年齢、コンディション、選抜編成のための練習時間の確保な

ど様々な課題が残るが、技術・戦術を駆使するためにも、最低
限の運動量（体力）の確保が必要である。国体で勝利するための
闘い方を先取に周知徹底を計ることも必要か。
勝負事に「たら、れば」はないが、前半の立ち上がりに先制し

ていれば……非常に残念な試合であった。
※優勝は千葉県

●女子 10月１～４日
１回戦 西目カントリーパークサッカー場

徳島県　０（０－５）（０－５）１０ 埼玉県
得点者：若林２、堀田４、岩倉、窪田、佐藤、北本

準々決勝　仁賀保運動公園多目的広場
北海道　２（１－４）（１－６）１０ 埼玉県
得点者：佐藤３、若林、窪田２、北本、田代２、堀田

準決勝　　西目カントリーパークサッカー場
兵庫県　２（０－１）（２－０）１　埼玉県
得点者：庭田

３位決定戦　西目カントリーパークサッカー場
岡山県　１（１－１）（０－３）３ 埼玉県
得点者：窪田２、笠井

〈感想〉
私自身、女子の試合を観戦するのは、なでしこジャパンのテ

レビ放映くらいしかなく、今回数試合、生で観戦して数年前と
比較し、格段の進歩を感じた（なでしこリーグの影響が大きいと
思われる）。
国体の戦いを見ると、なでしこリーグに属している県が強く、

兵庫県（TASAKIペルーレ）のようにベストメンバーで出場する
ところもある。
埼玉は、プロ契約などの関係でベストメンバーとは言えない

が、若手先取の育成・強化を兼ねており、国体を重要な場とし
て考えていただいている（永井監督・談）。

今回は第３位ではあったが、優勝できる力は兼ね備えていた
と思われる。準決勝では、先制しながら逆転されたが、相手ペ
ースの時間帯に何をすればよいのか、経験を積む中で選手自身
が感じてほしい。
埼玉は３バックだったが、タッチライン間６８ｍの幅を守るの

は、連戦では非常に厳しくなる。臨機応変に４バックに変更す
ることも必要と思われる。兵庫県との後半、格上相手に１点リ
ードし、勝負に徹するのであれば５バックにするのも１つの手
段であったのではないか。
GKはレギュラーの選手がケガで不参加だったと聞く。準決勝

はGKの１回の判断ミスが勝敗を決した訳だが、DFの田代、森
本は体をよく張り非常にがんばっていた。またFW窪田は様々な
経験を積めば将来性を感じさせた。
来年度、是非優勝を勝ち取ってもらいたい。

●少年男子 ９月３０日～１０月５日
２回戦　TDK秋田総合スポーツセンターA

石川県　１（０－１）（１－２）３ 埼玉県
得点者：葺本、原口、高瀬

〈感想〉
個々の能力に勝る埼玉の完勝といえるが、決定力不足が気に

なる。また、石川県の攻め手は速攻とセットプレーしかなく、
後半開始早々の不用意なファールからの失点はいただけない。

また、GKのポジショニングが気になる（前に出すぎ・パンチン
グの精度）。
埼玉は、失点の４分後にＦＷ原口の個人技で突き放せたから

よかったが、相手チームの狙いを選手個々に理解させることが
必要だ。

準々決勝　TDK秋田総合スポーツセンターA
埼玉県　２（０－２）（２－１）３ 宮崎県
得点者：石沢、原口

〈感想〉
宮崎県のスカウティングをし、FW伊勢が中心で速攻主体の

チームとわかっていたのに、なぜ簡単に失点を重ねたのか。選
手に徹底できていたのか？
同点ゴールの後、横パスを１本繋げば問題ないのに、なぜ蹴

り合ってしまったのか。ベンチも同点になった時、安心したの
ではないか。宮崎県に対し、油断はなかったか。

【総括】
成年男子
スタッフ・選手共に社会人で仕事がある。また選抜チームの

ための選手選考から合同練習に至るまで、大変な苦労があった
ものと思われる。
その中で、関東予選を突破できたことは賞賛に値する。本大

会を迎えるに当たり、コンディショニングの問題、職場との関
係など苦労があったと思われる。１回戦、新潟県との戦いを観
戦し、明らかにコンディショニング不足の選手が見られ、非常
に残念であった。
１回戦で敗れた新潟県が、決勝戦まで進出した。前述したが、
勝負に「たら、れば」はないが、前半立ち上がりに得点を奪って
いたら、違った結果になっていたと思われる。
来年度、この経験を生かし、本大会で結果を残してほしい。

成年男子監督・選手名簿
総監督 阿部直人 （ホンダルミノッソ狭山）
背番号位置 氏　名 登録チーム
１ GK 村井　智晃 （ホンダルミノッソ狭山）
２ DF 甲能　　光 （埼玉サッカークラブ）
３ DF 熊谷　貴史 （ホンダルミノッソ狭山）
４ DF 鶴田　　純 （飯能ブルーダー）
５ DF 石丸　皓三 （埼玉サッカークラブ）
６ MF 中野　一孝 （飯能ブルーダー）
７ MF 大野　恭平 （埼玉サッカークラブ） 監督
８ MF 伊藤　昭朗 （ホンダルミノッソ狭山）
９ FW 鈴木　竜基 （ホンダルミノッソ狭山）
１０ MF 板橋　裕也 （ホンダルミノッソ狭山）
１１ FW 迫田　和憲 （ホンダルミノッソ狭山）
１２ GK 上原　克彬 （埼玉サッカークラブ）
１３ FW 小林　真也 （ホンダルミノッソ狭山）
１４ MF 石牟礼泰成 （飯能ブルーダー）
１５ MF 此本　大輔 （ホンダルミノッソ狭山）
１６ MF 箕輪　圭介 （ホンダルミノッソ狭山）

女子
レッズレディースの若手を中心に編成されており、永井監督

の下、昨年度準優勝の悔しさを晴らすべく、優勝を目指し、ス
タッフ・選手一丸となり、よくがんばってくれた。
結果は３位で、満足のいくものではなかったかもしれないが、
この経験を生かし、来年度は頂点に立ってほしいし、それがで
きるチームであり、良いムードがある。
劣勢の時に何をすべきか、また格上のチームに１点先制した時

のゲームの進め方・闘い方（システム変更など）が必要と思われる。

第６２回国民体育大会・秋田わか杉国体報告

全種別出場するも、入賞は3位の女子のみに留まる
強化対策特命委員長・野崎正治
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女子監督・選手名簿
総監督 永井　良和 （浦和レッズレディース）
背番号位置 氏　名 登録チーム
１ GK 大谷　明香 （ASエルフェン狭山）
２ DF 田代久美子 （浦和レッズレディース）
３ DF 岩倉　三恵 （浦和レッズレディース）
４ DF 森本麻衣子 （浦和レッズレディース）
５ DF 西口　柄早 （浦和レッズレディース）
６ MF 木原　　梢 （浦和レッズレディース）
７ MF 佐藤　　舞 （ASエルフェン狭山） 監督
８ MF 高橋　彩子 （浦和レッズレディース）
９ FW 北本　綾子 （浦和レッズレディース）
１０ FW 若林　エリ （浦和レッズレディース）
１１ FW 窪田　飛鳥 （浦和レッズレディース）
１２ GK 池田咲紀子 （浦和レッズレディース）
１３ MF 堀田えり子 （浦和レッズレディース）
１４ MF 保坂のどか （浦和レッズレディース）
１５ MF 庭田亜樹子 （浦和レッズレディース）
１６ DF 笠井　香織 （浦和レッズレディース）

少年男子
トレセンスタッフが、そのまま国体スタッフに移行する形に

して２年目。Ｕ－１６の大会であり育成といえば育成の大会であ
るが、大会である以上、戦い場であり、勝たせてあげるのが、
監督以下スタッフの役割である。
関東トレセンリーグなどで春先から国体までに数試合あり、

真剣勝負の場があった。私自身も関東トレセンリーグ、国体関
東予選の試合を観戦したが、ベンチワークに問題があったよう
に思う。
もちろん、スタッフ一同、懸命に勝利に向かいハードワーク

していたが、役割分担の徹底がなされていたのか疑問の場面が
見られた。
準々決勝の宮崎県戦。個々の能力では上回る埼玉県がなぜ負

けたのか。埼玉県では優勢のチームが負けることがあるが、同
じようなパターンで同じ選手に３点を許し、スカウティングな
どの分析を選手に徹底できていたか（１６才以下だから１回や２
回じゃなく、試合中を含め）。
組み合わせにも恵まれ、３位以上の実力を兼ね備えていただ

けに非常に残念な結果であった。
来年度のスタッフは、関東トレセンリーグなどの真剣勝負の

場でベンチワークの経験を積み、本大会で結果が出せるようが
んばってもらいたい。

第６２回国民体育大会関東ブロック大会
成年男子・女子　８月１１～１３日／少年男子　８月２１、２２日
●成年男子 熊谷スポーツ文化公園

埼玉県　１（０－０）（１－０）０　山梨県
得点者：大野

埼玉県　３（２－０）（１－０）０　群馬県
得点者：鈴木２、大野

※埼玉県、千葉県、栃木県が本大会に出場

●女子 駒場スタジアム、しらこばと運動公園
埼玉県　７（１－０）（６－０）０　群馬県
得点者：オウンゴール、北本４、田代、堀田

埼玉県　３（３－０）（０－１）１　神奈川県
得点者：北本３

※埼玉県、千葉県、神奈川県が本大会に出場

●少年男子 埼玉スタジアム第２、第３
埼玉県　１（１－２）（０－２）４ 東京都
得点者：原口

埼玉県　３（２－０）（１－０）０　茨城県
得点者：岡田３

※千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県が本大会に出場

少年男子監督・選手名簿
監　督 宮下　雄全 （和光国際高校）
背番号位置 氏　名 登録チーム
１ GK 黒澤　裕二 （川越南高校）
２ DF 前田　拓也 （浦和高校）
３ DF 大里　康明 （浦和ユース）
４ DF 長谷川　凌 （浦和ユース）
５ DF 樋口　勝弥 （大宮ユース）
６ MF 石川　俊輝 （大宮ユース）
７ MF 高瀬　優孝 （埼玉栄高校）
８ MF 岡田　正巳 （浦和ユース）
９ MF 石沢　哲也 （浦和ユース）
１０ FW 原口　元気 （浦和ユース）
１１ FW 赤松　友樹 （伊奈学園高校）
１２ GK 中村　　隼 （浦和ユース）
１３ DF 森田　健介 （浦和ユース）
１４ MF 桑田　直徹 （大宮ユース）
１５ FW 葺本　啓太 （浦和ユース）
１６ DF 加瀬　　光 （浦和ユース）

少年男子　埼玉県－茨城県少年男子

女子

成年男子　埼玉県－群馬県 女子　埼玉県－神奈川県
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１種・社会人
平成１９年度彩の国カップ第１２回埼玉県サッカー選手権大会
７月１５日～８月２６日　埼玉スタジアム第２他

●決勝トーナメント

※優勝した埼玉サッカークラブは、第８７回天皇杯全日本サッカー選手権
大会に出場。

大会記録１
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●県内大会

平成１９年度全国高等学校総合体育大会サッカー競技大会　総括
高体連委員長 松村道彦氏（県立浦和高校）・２種技術委員長 福田直史氏（栗橋高校）

●１回戦 ７月３０日 白水大池公園多目的広場

埼玉栄　２（２－１）（０－１）２ 丸岡高校
得点者：菊地２　 ４ＰＫ５

報告者：松村道彦（高体連委員長・県立浦和高校）
栄の力があれば、勝てたのではないかという

試合だった。しかし、同じ選手に２得点を許し
てしまったことは残念だ。ポゼッションは相手
を上回り、決定的なチャンスは相手よりも多か
った。それだけに、点を取るべきところで取っ
ていれば。だが、振り返って見れば、ポゼッシ
ョンしながらも、なんとなく危ない雰囲気はあったのは確かだ。
初の全国大会。経験値が不足していたのだろうか。しかし、

県内では新人戦、関東大会予選、そして高校総体予選と連覇し、
関東大会も優勝。ここまでこの年代は負けずに来ていたのだが。
技術的には劣っていない。試合の中の勝負どころで決められ

ないのだ。そういう意味では技術が試合の中で活かされていな
いのが、埼玉の現状だ。例えば、今回の県選手権予選でのベス

●１回戦 ７月３０日 福岡県立久留米総合スポーツセンター陸上競技場

市立浦和高校　１（１－１）（０－１）２ 宮城工業高校
得点者：鈴木

報告者：福田直史（２種技術委員長・栗橋高校）
試合のほとんどのポゼッションは市立だっ

た。チャンスを決めていれば、前半だけで２
点は取れたのだが。後半も市立優勢だったが、
宮城工業に２回のチャンスを２回とも決めら
れてしまった。点を取られた場面は、相手に
スピードがあった。
市立はサイド攻撃が持ち味だが、えぐる攻撃がなかった。そ

れはえぐらなくても、シュートを打てたからだろう。ミドルレ
ンジからフリーでシュートを打つことができたのだ。ただ宮城
工業は、プレッシャーが激しく、最後のところでミスをし、防
がれてしまった。「いつかは取れるだろう」と思っていたかも
しれないが、取れなかった。鈴木をトップに両サイドは巧いが、
スピードはなかった。ＤＦラインもスピードにもろさがあった。
これは埼玉が負けるパターンと言っていい。攻めているのに

点が取れない間に、ワンチャンスを決められてしまう。また、
完璧に勝つことを追求するのではないか。勝負どころをつかめ
ない。いくら内容がよくても、どの県も対埼玉となると守って
くる。そういう壁を打ち破るには、ＦＷの身体能力が求められ

る。だから、ストライカーキャンプを行っているのだが。
やはり個人の１対１の強化が急務だと考えている。選手を型

にはめているチームが多いせいか、ドリブラーでスピードのあ
る選手が少ないと思っている。ただ中盤の構成はうまい。また
埼玉国体のときのように、３位の力は持っているのだから、上
位に行けるとは思っている。
決勝まで見たが、青森山田と市立船橋は印象深かった。技術

もそうだが、グループ戦術がスピーディーに正確にできていた。
流れるようなサッカーを見せてくれた。こういうところも見習
ってもらいたいところだ。
来年の高校総体は３チーム出場できる。ベスト１６レベルでは

大差がないだけに県大会に出場するチームは、ぜひ出場を狙っ
てほしい。

ト４の試合なのに、大宮東が４失点してしまった。試合の中で
もろいのだ。結果がすべてではないが、結果を求めてこそ真剣
勝負ができる。試合の中で力を出せる力強さを求めたい。
この２年、プリンスリーグに出場しているチームは、この高

校総体に出場できていない。ハードなスケジュールの中、６月
の１週間、リーグ戦の３試合で力を出し切れない状態が続いて
いる。気になるところだ。
さて、来年の高校総体は３校出場できる。願わくは、そのう

ちの２校が決勝で当たってくれることを祈っている。そんなに
甘くはないだろうが、運営スタッフのモチベーションをぜひ、
上げてもらいたいと思う。
今、種別を超えたトレセンの活動が始まり、２種と３種、４

種とのつながりもできつつある。まさにユース年代の改革期に
ある。下からの積み上げがあって、この年代があり、レッズや
アルディージャに続く。即効性のあるトレーニングはない。
我々も、０９年度からのＵ－１８リーグ立ち上げも検討していると
ころだ。
※優勝は市立船橋高校（千葉）

決勝戦　大宮ユース－埼玉SC
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２００７年度市町村対抗戦兼県民総合体育大会
７月２２日～９月２日　埼玉スタジアム第４他

上尾市 
入間市 
吉見町 
川口市 
東松山市 

さいたま市与野 
羽生市 
本庄市 

越生町 
戸田市 
春日部市 
深谷市 
熊谷市 
新座市 
所沢市 
鴻巣市 
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大会記録２

２００７年度埼玉県社会人リーグ１部
●最終結果

※アヴェントゥーラサイタマが初優勝。上位４チームが、第４１回関東社
会人サッカー大会（１１月１０日～１８日・市原）に出場する。

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

勝 

１３ 

１２ 

１１ 

１０ 

８ 

７ 

６ 

５ 

４ 

１ 

分 

２ 

１ 

２ 

２ 

３ 

４ 

３ 

３ 

４ 

２ 

負 

３ 

５ 

５ 

６ 

７ 

７ 

９ 

１０ 

１０ 

１５ 

勝点 

４１ 

３７ 

３５ 

３２ 

２７ 

２５ 

２１ 

１８ 

１６ 

５ 

得失点差 

＋３５ 

＋２０ 

＋２６ 

＋１３ 

＋４ 

－９ 

－４ 

－２９ 

－１０ 

－４６ 

チーム名 

アヴェントゥーラサイタマ 

飯能セボジータス 

浦和レッズアマチュア 

ＦＣ西武台 

パイオニア川越 

武南クラブ 

川越全酪ＳＣ 

川口ＳＣ 

越谷ＦＣ 

深谷クラブ 

１種・大学
２００７年度埼玉県大学サッカー１部リーグ
●最終結果

※平成国際大学と文教大学は、関東大学サッカー大会に出場する。

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

７ 

５ 

４ 

４ 

２ 

１ 

１ 

０ 

分 

０ 

１ 

２ 

０ 

２ 

２ 

１ 

０ 

負 

０ 

１ 

１ 

３ 

３ 

４ 

５ 

７ 

勝点 

２１ 

１６ 

１４ 

１２ 

８ 

５ 

４ 

０ 

得失差 

＋２６ 

＋１７ 

＋１４ 

＋１ 

－１ 

－１０ 

－２０ 

－２７ 

チーム名 

平成国際大学 

文教大学 

埼玉大学 

獨協大学 

駿河台大学 

埼玉工業大学 

東京電機大学 

東京国際大学 

２種
平成１９年度第８６回全国高校サッカー選手権大会埼玉県大会
●決勝トーナメント
１０月２８日～１１月１８日　NACK５スタジアム大宮 他

※優勝した埼玉栄高校は第８６回全国高校サッカー選手権大会に出場す
る。

埼玉栄 

大井 

国際学院 

大宮南 

武南 

川越南 

松山 

浦和東 

西武台 

飯能南 

川口北 

大宮東 

伊奈学園 

正智深谷 

花咲徳栄 

浦和学院 
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「埼玉栄、悲願の初優勝」
平成１９年度第８６回全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会　総評

高体連技術委員（西武文理高校）山口　豊
８月１９日からスタートした、平成１９年度第８６回全国高等学校サッ

カー選手権大会埼玉県大会は、１１月１８日、新装のNACK5スタジア
ム大宮で、ともに初優勝を狙う埼玉栄高校と正智深谷高校の間で決
勝が行われ、今季県内３冠の埼玉栄が１－０で正智深谷を下し初優
勝し、全国高校選手権に初出場する。
２次予選以降の大会を振り返ってみると、リーグ戦でインターハ

イ予選、関東大会予選２位の市立浦和高校が敗れるという波乱があ
ったが、それ意外は実力のあるチームが上位に進出した。
技術、戦術的に見ると、攻撃面ではやみくもにノールック、ノー

ジャッジで放り込む場面は少なくなり、全体的にはパスをつないで
攻撃を組み立てようとする姿勢が見られたが、ポゼッションのみの
チームと前に急ぎすぎてボールを失いやすいチームの両極端な傾向
が見られた。どちらかに偏るのではなく、幅と厚みを持ったポゼッ
ションをし、隙があれば前にボールを入れるような意図的な組み立
て、つまりゴールに向かうためのポゼッションを忘れないでほしい。
その面では、埼玉栄と武南は優れていたと思う。
また、上位に残ったチームにはペナルティエリア内でゴールに向

かう強い個性を発揮できる選手がいた。守備面に目を向けると、守
備に人数をかけ、ブロックを形成しながらゴールを守ろうとするチ
ームが多かったが、ただ人数を揃えているだけでボール保持者への
プレッシャーが甘く、余裕を持って攻撃されてしまう場面が多かっ
たように思う。すべて奪いに行くことは難しいが、どこから奪いに
行くかを明確にして後に無駄に余らず、相手に自由を与えずに積極
的にボールを奪いに行く姿勢が欲しい。その面では、埼玉栄、正智
深谷、武南はＤＦラインを押し上げて前線との間をコンパクトにし、
相手に時間とスペースを与えず、高い位置から積極的にボールを奪
いに行っていたと思う。ＧＫに目を向けると、ビルドアップへ積極
的に参加する選手が増えたが、相手から狙われているスペースにフ
ィードしてしまう例も少なくなかった。
最後に埼玉栄は、初の全国高校選手権出場となるとが、インター

ハイの悔しさを含め、活躍してくれることを期待したい。

埼玉栄－正智深谷

決勝戦　入間市－越生町
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大会記録３

第２７回埼玉県女子サッカー大会
９月１６日～２３日　熊谷スポーツ文化公園・西第一多目的広場他
●一般の部

●レディースの部

上福岡女子 
JAＭ－Ｇ 

川越レディース 
大宮エンジェルス 

白岡中学校 
SEフィリア 

大宮エンジェルス 

 

10

0

1

1

1

0

2

1

6

1

5
0 6 

 
5
PK

＊ 

△０－０ 

●１－３ 

△０－０ 

＊ 

●０－１ 

○３－１ 

○１－０ 

＊ 

勝点 

７ 

７ 

３ 

得失差 

＋６ 

＋４ 

＋２ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 児玉 　 大宮 北坂戸 

○４－０ 

○３－０ 

○５－０ 

●０－４ ●０－３ ●０－５ ０ －１２ ４ ＊ 

浦和 

児玉キックレディース 

大宮ＦＣレディース 

北坂戸レディース 

ＦＣ浦和コスモス 

女子

埼玉新聞社旗争奪 第１６回埼玉県ユース（U－１５）サッカー選
手権大会
９月１日～１０月６日　熊谷スポーツ文化公園陸上競技場他　

※上位４チームが、高円宮杯第１９回全日本ユース（U－１５）サッカー選手
権関東大会に出場する。

クマガヤＳＳＣ 

FESTA ＦＣ 

大宮ＦＣ 

ＦＣ CORUJA 

久喜市立太東中 

坂戸ディプロマッツＦＣ 

草加ジュニアＦＣ 

新座市立第二中 

ＦＣ深谷 

武南ジュニアユースＦＣ 

東春７２ジュニアユース 

成立ゼブラＦＣ 

狭山ジュニアユースＦＣ 

クルブ アトレティコ アレグレ 

三郷Jr Youth FC 

東松山ペレーニアＦＣ 

 
坂戸 

 
 

1

1

0

0

2

2

1

22

30

0

1

3

2

1

0

5

3

0

 

3

0

0

0

2

4

0

4

1

2

1

2

1 
 
2
PK

3 
 
4
PK２００７U－１６埼玉県TOP１リーグ

●最終結果

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

７ 

６ 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

分 

０ 

０ 

２ 

０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

４ 

４ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

２１ 

１８ 

１１ 

９ 

７ 

７ 

６ 

３ 

得失差 

＋２０ 

＋１８ 

＋２ 

－６ 

－１ 

－５ 

－１０ 

－１８ 

チーム名 

浦和レッズ 

大宮アルディージャ 

武南高校 

浦和東高校 

川越南高校 

浦和南高校 

埼玉栄高校 

大宮南高校 

２００７第１回埼玉県ユース（U－１４）サッカートップリーグ
●１０月７日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

４ 

４ 

３ 

３ 

２ 

１ 

１ 

１ 

分 

０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

負 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

４ 

４ 

４ 

勝点 

１２ 

１２ 

１０ 

９ 

７ 

３ 

３ 

３ 

得失差 

＋１９ 

＋７ 

＋１２ 

＋２ 

＋３ 

－１ 

－４ 

－３８ 

チーム名 

クマガヤＳＣ 

三郷ジュニアユースＦＣ 

HANフットボールクラブ 

フェスタＦＣ 

狭山ジュニアユースＦＣ 

坂戸ディプロマッツＦＣ 

フォルチＦＣ 

さいたま市立与野東中 

３種
平成１９年度埼玉県中学校新人体育大会 兼 第２０回県民総合
体育大会兼第１７回テレビ埼玉旗争奪サッカー大会
１１月７日～１１月１８日　NACK５スタジアム大宮 他

※埼玉栄中が優勝。

蕨第二 

さいたま与野東 

熊谷三尻 

さいたま南浦和 

桶川東 

朝霞第一 

さいたま与野西 

所沢安松 

吉川中央 

埼玉栄 

東松山東 

さいたま田島 

立教新座 

春日部大増 

さいたま本太 

鴻巣赤見台  
 

2

2

2

3

1

2

0

60

3

1

4

0

1

3

1

埼玉栄 

 

1

4

0

2

2

1

5

0

3

0

0

1

2 
 
4
PK

2

2

2 
 
4
PK

中学校新人体育大会決勝戦　埼玉栄中－さいたま与野東中

平成１９年度第８６回全国高等学校サッカー選手権大会
－埼玉県大会雑感－

２種（高体連）技術委員長（栗橋高校）福田　直史
平成１９年度第８６回全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県大会は、

埼玉栄の初優勝・県内大会４冠で幕を閉じ、正智深谷も北部支部と
しては久しぶりの決勝進出でベスト４の壁を破った。埼玉栄は３年
前に沖縄から選手を獲得し、プラス地元の選手たちをバランスよく
スカウティングし、U－１６リーグで存在感を見せた選手たちが順調に
育ち、悲願の優勝を果たし、強豪校の仲間入りを果たした。県内の
強豪校が埼玉ブランドにこだわる中、県外しかも沖縄という遠方か
ら選手を獲得してくる新しい波がおきた感がある。高校総体では１
回戦負けをしたが選手権ではぜひ国立まで勝ち上がって欲しい。
昔から選手の流出は激しい県ではあるが、東京・群馬・栃木のほ

かにも最近では千葉・神奈川・静岡・青森・山梨・茨城などで試合
出場している選手も多い。良い選手は常に多いのであり、チームに
必要な選手の獲得競争に負けているのではないか。中学生のスカウ
ティングも他県のチームのスタッフのほうが多いと聞いている。今
年のＪチーム以外のU－１５県トレセンの選手の半数以上が県外のチー
ムを希望している現実があり、それでは全国で通用するチームはな
かなか生まれてこない。今は全国どこででも小さい頃からプロ選手
目指して活動している選手は多い。チームの魅力を出し、選手を獲
得し、埼玉で選手を育成して、代表クラスの選手を数多く輩出出来
るように努力して欲しいものである。北部では正智深谷、東部では
花咲徳栄、南部では武南・浦和学院、西部では西武台を中心とした
私立高校のほか、伝統のある県立高校も特色あるチーム作りをして
欲しい。魅力があれば選手は集まってくるだろうが、積極的に動か
なければ選手は集まらない現実もある。集めて育てる必要性もある
のではないだろうか。
そして指導者を増やし、指導力もアップさせて個の強化を中心に

トレーニングして欲しい。チームの中に指導資格を持たずに指導し
ている顧問・監督・コーチがまだ多い。意識の向上と責任を感じて
指導して欲しい。みんなボランティアで大変なのはわかりますが、
そして埼玉のベスト８はどこが出ても全国で活躍できるという県全
体のレベルアップができるように皆で頑張りましょう。まずは高校
選手権で埼玉栄の活躍を期待し、応援しましょう。
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第４回埼玉県女子Ｕ－１５リーグサッカー大会
●１１月１７日終了

※浦和レッズジュニアレディースが優勝

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

勝点 

４８ 

４０ 

３６ 

３５ 

３３ 

２６ 

２６ 

２６ 

２５ 

２２ 

２２ 

１７ 

１６ 

１１ 

５ 

４ 

０ 

試合数 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

１６ 

勝 

１６ 

１３ 

１２ 

１１ 

１０ 

８ 

８ 

８ 

８ 

６ 

６ 

５ 

４ 

３ 

１ 

１ 

０ 

分 

０ 

１ 

０ 

２ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

４ 

４ 

２ 

４ 

２ 

２ 

１ 

０ 

負 

０ 

２ 

４ 

３ 

３ 

６ 

６ 

６ 

７ 

６ 

６ 

９ 

８ 

１１ 

１３ 

１４ 

１６ 

チーム名 

浦和レッズジュニア 

浦和本太Ｌ 

ＳＣジュベニール 

エンジェルスU－１３ 

エンジェルスU－１５ 

光陽中学校Ｆ 

ＦＣ JAM－G 

吉見エスカーラ 

Wスター高崎 

SEフィリアＦＣ 

川口スピリッツ 

浦和ラッキーズ 

秩父ＤLＬ 

白岡中学校 

三郷フェアリーズ 

FC熊谷女子 

SOCCER KOZOH

第１５回県女子リーグ１部
●１０月２８日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

勝点 

２５ 

２１ 

１５ 

１４ 

９ 

８ 

０ 

試合数 

９ 

１０ 

９ 

１０ 

９ 

１０ 

９ 

勝 

８ 

６ 

４ 

４ 

２ 

２ 

０ 

分 

１ 

３ 

３ 

２ 

３ 

２ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

４ 

４ 

６ 

９ 

チーム名 

ASエルフェン・マリ 

SEフィリアＦＣ 

上福岡女子ＳＣ 

飯能JAM－Ｇ 

埼玉大学女子 

妻沼毎日ＦＣ 

山村女子高校 

第３回埼玉県女子ユース（U－１８）サッカー選手権大会兼
●決勝トーナメント
８月１８日～９月２日　埼玉スタジアム第２グラウンド他

※優勝した浦和レッド
ダイヤモンズジュニア
ユースレディースは埼
玉県第１代表、埼玉平
成高校は第２代表とし
て、１９年１０月初旬より
栃木県で開催される第
１１回関東女子ユース
（U－１８）サッカー選手
権大会に出場する。

埼玉平成高校 

久喜高校 

埼玉栄高校 

ＦＣ JAM－G 

浦和レッズJrL 

エルフェン狭山マリ 

本庄第一高校 

浦和本太LFC

（昨年度県大会１位） 

（Aグループ１位） 

（昨年度県大会４位） 

（Ｂグループ１位） 

（昨年度県大会３位） 

（Cグループ１位） 

（昨年度県大会２位） 

（Ｄグループ１位） 

浦和レッズJrL

 

 

4

1

4

0

3

1

8

0

3

0

0

3

3

1

3

0

平成１９年度埼玉県高等学校女子サッカー選手権大会
９月８日～１１月４日　川越陸上競技場他
●決勝トーナメント

●５～８位決定戦

※埼玉栄高校は８回目
の優勝。１～５位の各
チームは、第３回関東
高等学校女子サッカー
大会に出場する。

埼玉平成 

庄和 

大宮開成 

山村女子 

越ヶ谷 

市立浦和 

久喜 

本庄第一 

浦和西 

熊谷女子 

松山女子 

川口総合 

入間向陽 

埼玉栄 

埼玉栄 

 

 
 

0

4

1

0

7

22

11

1

0

1

0

5

1

0

0

10

 

4

0

0

0

0

1

7

0

0

8

4 
 
3

3PK5

3PK5

PK

大宮開成 

山村女子 

熊谷女子 

入間向陽 

0
3

0

0

1

0 0

1

4 
 
3
PK

第１９回埼玉県少女サッカー大会兼
第２０回関東少女サッカー大会埼玉県予選
●決勝トーナメント
１０日２０日、２１日　熊谷スポーツ文化公園第一多目的広場

※優勝した浦和ラッキーズと準優勝の菁莪キッカーズは、関東少女サッ
カー大会に出場する（１２月１日～東京・駒沢）。

 
 

7

0

0

1

1

1

2

6

1

0

0

5

0

2 0

1

1

5

0

0

5

7

 

 

5

0

0

4

2

1

0

1

狭山アゼィリア 
（西部第１代表） 

ＦＣ熊谷女子 
（北部第５代表） 

立花フルーラ 
（東部第３代表） 

浦和ラッキーズ 
（南部第２代表） 

SEフィリアＦＣ 
（東部第２代表） 

東大宮エンジェルス 
（南部第３代表） 

上福岡少年少女ＳＣ 
（西部第４代表） 

吉見エスカーラ 
（北部第１代表） 

戸木南ボンバーズ 
（南部第１代表） 

上里女子Ｓ.Ｃ. 
（北部第４代表） 

熊谷リリーズ 
（北部第３代表） 

川越女子Jr.S.C. 
（西部第２代表） 

深谷女子ＳＣ 
（北部第２代表） 

TSガールズ 
（西部第４代表） 

日進SSレディース 
（南部第４代表） 

菁莪キッカーズ 
（東部第１代表） 

浦和 
ラッキーズ 

1 
 
3
PK

3 
 
4
PK

2 
 
3
PK

2 
 
4
PK

大会記録４

シニア
南部リーグ
●第１２節終了現在

北部リーグ
●第１２節終了現在

チーム名 

浦和 

新明 

東春 

パルス 

大宮 

NTT 

蕨 

所沢 

川口 

川越 

与野 

八潮 

鴻巣 

戸田 

越谷 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

勝 

９ 

８ 

７ 

６ 

７ 

６ 

６ 

７ 

６ 

５ 

４ 

４ 

３ 

１ 

０ 

分 

２ 

１ 

３ 

４ 

１ 

３ 

３ 

０ 

１ 

２ 

３ 

３ 

２ 

３ 

１ 

負 

１ 

４ 

３ 

３ 

５ 

４ 

４ 

５ 

６ 

６ 

６ 

５ 

８ 

８ 

１１ 

勝点 

２９ 

２５ 

２４ 

２２ 

２２ 

２１ 

２１ 

２１ 

１９ 

１７ 

１５ 

１５ 

１１ 

６ 

１ 

チーム名 

東松山OP 

本庄 

行田 

児玉 

東松山P 

吉見 

秩父 

熊谷 

小川 

鳩山 

深谷 

寄居 

セントラル 

めぬま 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

勝 

１０ 

９ 

８ 

７ 

５ 

４ 

５ 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

０ 

分 

１ 

２ 

１ 

１ 

４ 

５ 

１ 

４ 

０ 

３ 

２ 

２ 

１ 

３ 

負 

１ 

０ 

２ 

２ 

２ 

２ 

５ 

３ 

７ 

６ 

６ 

７ 

９ 

８ 

勝点 

３１ 

２９ 

２５ 

２２ 

１９ 

１７ 

１６ 

１３ 

９ 

９ 

８ 

８ 

４ 

３ 
決勝戦
埼玉栄高－埼玉平成高

決勝戦
浦和レッズ－埼玉平成高
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大会記録５

●県外大会

２００７年度関東社会人リーグ・１部
第５節 Ｙ.Ｓ.Ｃ.Ｃ. ３（２－０）（１－１）１ 埼玉ＳＣ

得点者：山下

矢板ＳＣ ４（２－２）（２－１）３ ルミノッソ狭山
得点者：板橋、鈴木２

第６節 ルミノッソ狭山 ３（２－０）（１－２）２ 埼玉SC
得点者：迫田２、中村 得点者：清水、宮島

第７節 ルミノッソ狭山 １（０－２）（１－０）２ Ｙ.Ｓ.Ｃ.Ｃ.
得点者：迫田

埼玉ＳＣ ０（０－０）（０－０）０ 矢板ＳＣ

※ルミノッソ狭山は３位、埼玉ＳＣは６位で終了した。優勝した町田ゼ
ルビアは全国地域リーグ決勝大会に出場する。
個人表彰　得点王……鈴木竜基（ルミノッソ狭山）９得点

ベストイレブン……ＤＦ岸上　剛（ルミノッソ狭山）
ＭＦ鈴木竜基（ルミノッソ狭山）
大野恭平（埼玉ＳＣ）

１種・社会人
第８７回天皇杯全日本サッカー選手権大会
１回戦　９月１５日　盛岡南公園球技場

FCガンジュ岩手 ２（１－２）（１－１）３ 埼玉SC
得点者：古市２、清水

２回戦　９月２３日　静岡県草薙総合運動場陸上競技場
Honda FC ２（１－０）（１－０）０ 埼玉SC

４回戦 １１月４日　富山県総合運動公園陸上競技場

大宮アルディージャ ０（０－１）（０－１）２ 横浜ＦＣ

第４３回全国社会人サッカー選手権大会
１０月１３日～１７日　大分スポーツ公園総合競技場他

１回戦 ルミノッソ狭山 １（０－０）（１－１）１ JAPANサッカーカレッジ
（０－０）（０－０） （栃木県第１代表）

３ＰＫ２
得点者：オウンゴール

２回戦 ルミノッソ狭山 １（１－１）（０－１）２ 矢崎バレンテ
得点者：岸上

※優勝した FC Mi-oびわこ Kusatsuが、全国地域リーグ決勝大会に出
場する。

埼玉県女子フットサルリーグ
●１０月１４日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

勝 

８ 

７ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

１ 

１ 

分 

１ 

２ 

２ 

１ 

２ 

３ 

３ 

１ 

１ 

負 

０ 

０ 

２ 

４ 

４ 

３ 

５ 

７ 

７ 

勝点 

２５ 

２３ 

１７ 

１３ 

１１ 

９ 

６ 

４ 

４ 

得失点差 

＋２６ 

＋３２ 

＋１８ 

－１ 

０ 

＋５ 

－１３ 

－２２ 

－４５ 

チーム名 

dolce da donna 

CHU-BAR 

ロクＦＣ・Grama 

城北ランシールズ meninas 

Orange Cab! 

Iwatsuki F.C./hermes 

FILHO Ladies 

Great Vance 

Asperge L.M.F.C.

第１回埼玉県フットサルU－１３大会
６月２４日～１０月８日　岩槻フットサルコート他

●総合結果

※ロクFCは初代王者

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝点 

４０ 

３０ 

２８ 

２０ 

１５ 

１０ 

１０ 

７ 

得失差 

＋９９ 

＋２０ 

＋４３ 

＋３０ 

－１５ 

－４６ 

－５１ 

－８０ 

得点 

１１５ 

７９ 

８３ 

７１ 

５１ 

３４ 

２４ 

３０ 

失点 

１６ 

５９ 

４０ 

４１ 

６６ 

８０ 

７５ 

１１０ 

チーム名 

ロクＦＣ 

FESTA 

川越ブロス 

草加スポーツクラブ 

フォルチ・ＦＣ 

Ｆ.Ｃ.SOKA １９７７ 

大宮NORTE .FC 

吉川市立東中学校 

朝日新聞埼玉少年少女スポーツ杯第１回埼玉県フットサル
U－１０大会
９月２日　熊谷スポーツ文化公園彩の国くまがやドーム

●総合結果

フットサル
埼玉県フットサル１部リーグ
●１０月６日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

勝 

６ 

５ 

５ 

４ 

２ 

２ 

１ 

１ 

０ 

分 

１ 

０ 

０ 

０ 

２ 

０ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

１ 

２ 

２ 

４ 

５ 

５ 

６ 

勝点 

１９ 

１５ 

１５ 

１２ 

８ 

６ 

４ 

３ 

０ 

得失点差 

＋５２ 

＋４３ 

＋２１ 

＋１１ 

－１ 

－９ 

－２３ 

－１５ 

－７９ 

チーム名 

I.F.C/tzk 

ロクFC 

Pure City IMPERIO 

坂戸龍門 

マカプ～ 

1FC川越水上公園 

M.f 

Ｆ＆Ｆ 

ＫＧＳ 

上位グループ 

岡田フットサル 

FESTA A 

鴻巣ＦＣ 

川口サッカー 

ネオス 

川越ヤンガース 

FC SOKA 

ZIP

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝点 

３７ 

３６ 

３２ 

２５ 

２３ 

２２ 

１８ 

１３ 

得失差 

＋４９ 

＋７８ 

＋２７ 

＋１１ 

＋２７ 

－２２ 

＋４０ 

－１１ 

下位グループ 

FESTA B 

はくつるＢ 

武蔵野ＦＣ 

はくつるA 

ウインベックス 

ふぁいぶるクラブ 

鴻巣ラホージャ 

大宮フットサル 

順位 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

得失差 

＋２９ 

＋２１ 

＋３ 

０ 

＋８ 

＋３ 

－８２ 

－８４ 

勝点 

２５ 

２３ 

１９ 

１８ 

１６ 

１６ 

３ 

０ 

県６０リーグ
●１０月２８日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝 

５ 

４ 

０ 

０ 

分 

２ 

１ 

４ 

３ 

負 

０ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

１７ 

１３ 

４ 

３ 

得失差 

＋９ 

＋６ 

－３ 

－１２ 

チーム名 

パルス 

FFC 

ポラリス 

Ｇファイター 

２００７年度埼玉県総合体育大会（シニアの部）兼
日本スポーツマスターズ（O－４０）サッカー競技埼玉県予選
９月２日～１０月１４日　熊谷スポーツ文化公園東第一多目的広場他　

※FC浦和シニアが優勝。

ＦＣ浦和シニア 

川越シニア 

NTTシニア 

深谷ＳＦＣフェニックス 

八潮シニア 

VAMOS鳩山 

与野シニア 

児玉四十雀 

本庄アイベックス 

戸田シニア 

所沢バッカーズ 

秩父四十雀 

吉見エスカーラ 

パルス 

川口シニア 

東松山オールドパワーズ 

NTT 
シニア 

 
 

1

2

1

0

0

1

0

02

04

1

0

0

1

0

2

0

1

3

 

0

0

1

0

0

0

2

1

0

0

0

0

4 
 
5
PK

4 
 
2
PK

2 
 
1
PK

4 
 
5
PK

4 
 
3
PK

県５０リーグ
●第１５節終了現在

チーム名 

本庄 

与野 

NTT 

パルス 

所沢 

蕨 

川越 

鴻巣 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

１０ 

１０ 

１０ 

７ 

６ 

６ 

６ 

４ 

分 

２ 

２ 

１ 

３ 

５ 

４ 

１ 

５ 

負 

１ 

１ 

２ 

３ 

２ 

３ 

６ 

４ 

勝点 

３２ 

３２ 

３１ 

２４ 

２３ 

２２ 

１９ 

１７ 

チーム名 

深谷 

東松山 

熊谷 

大宮 

川口 

越谷東春 

セントラル 

戸田 

順位 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

勝 

５ 

４ 

３ 

３ 

２ 

２ 

２ 

０ 

分 

１ 

２ 

４ 

４ 

６ 

４ 

１ 

３ 

負 

７ 

７ 

６ 

６ 

５ 

７ 

１０ 

１０ 

勝点 

１６ 

１４ 

１３ 

１３ 

１２ 

１０ 

７ 

３ 
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第４１回関東社会人サッカー大会
１１月１０日～１８日　市原市八幡球技場他

１回戦 AVENTURA SAITAMA ０－０ 日立ビルシステムケア
（４ＰＫ５）

浦和レッズアマ ０－０ 茨城教員葵ＦＣ
（５ＰＫ４）

FC KOREA ３－１ 飯能セボジータス
白沢クラブ ３－２ ＦＣ西武台

２回戦 浦和レッズアマ １－２ エリースＦＣ東京
※優勝はエリースFC東京。

第３５回関東自治体職員サッカー選手権大会
１０月２７日～３０日　石岡市運動公園陸上競技場他
１回戦 さいたま市役所 ４－０ 桐生市
２回戦 さいたま市役所 ２－０ 藤沢市
準決勝 さいたま市役所 ３－１ 日立市
決勝 さいたま市役所 １－２ 東京消防庁

（延長）

※さいたま市役所は準優勝。優勝は東京消防庁。

平成１９年度　第４０回関東大学サッカー大会 １回戦
１１月１０日～
東洋大学 ２－２ 平成国際大学　　文教大学　０－１ 朝鮮大学校

３ＰＫ２
※優勝した東洋大学（東京都第１代表）と準優勝の朝鮮大学校（東京都
第２代表）は、関東２部に昇格。

JR東日本カップ２００７第８１回関東大学サッカーリーグ・２部
●第２２節終了現在

※城西大学は埼玉県１部に降格。ベストイレブンにGK大河原弘樹（尚
美学園大学4年）が選ばれた。

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

試合数 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

２２ 

勝 

１５ 

１４ 

１３ 

１３ 

１３ 

７ 

７ 

６ 

６ 

６ 

４ 

３ 

分 

３ 

３ 

５ 

２ 

１ 

７ 

６ 

７ 

５ 

３ 

３ 

５ 

負 

４ 

５ 

４ 

７ 

８ 

８ 

９ 

９ 

１１ 

１３ 

１５ 

１４ 

勝点 

４８ 

４５ 

４４ 

４１ 

４０ 

２８ 

２７ 

２５ 

２３ 

２１ 

１５ 

１４ 

チーム名 

神奈川大学 

専修大学 

拓殖大学 

尚美学園大学 

慶應義塾大学 

亜細亜大学 

東京農業大学 

国際武道大学 

日本体育大学 

桐蔭横浜大学 

帝京大学 

城西大学 

１種・大学

２種
高円宮杯第１８回全日本ユース（Ｕ－１８）サッカー選手権大会
９月９日～１０月８日　埼玉スタジアム２○○２他
●１ラウンド・Ｂグループ

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

７ 

４ 

４ 

１ 

勝 

２ 

１ 

１ 

０ 

分 

１ 

１ 

１ 

１ 

負 

０ 

１ 

１ 

２ 

得失差 

＋８ 

＋１ 

－１ 

－８ 

チーム名 

浦和レッズユース 

静岡学園高校 

青森山田高校 

星陵高校 

大会記録６

ＫＳＬカップ・プレ大会
１０月７日～１１月４日　流通経済大学サッカー場Aグラウンド

１回戦 東邦チタニウム ２－０ 与野蹴魂会
飯能ブルーダー ３－１ 埼玉ＳＣ
ルミノッソ狭山 ２－１ 神奈川教員ＳＣ

２回戦 東邦チタニウム ２－２ 飯能ブルーダー
４ＰＫ３

ルミノッソ狭山 ２－４ 古河電工千葉
※優勝はＦＣ町田ゼルビア

第３８回関東中学校サッカー大会
８月７日～９日　埼玉スタジアム第２他

※上位７チームが、全国中学校大会に出場する。

埼玉栄中 

松戸市立六実中 

宇都宮市立田原中 

吉岡町立吉岡中 

韮崎市立韮崎東中 

東京朝鮮中高級学校 

日立市立大久保中 

藤沢市立村岡中 

 

暁星中 

宇都宮市立国本中 

桐蔭学園中 

甲府市立上条中 

高崎市立榛名中 

日立市立日高中 

船橋市立宮本中 

新座市立第二中 

（埼玉第１） 

（千葉第２） 

（栃木第１） 

（群馬第２） 

（山梨第１） 

（東京第２） 

（茨城第１） 

（神奈川第２） 

（東京第１） 

（栃木第２） 

（神奈川第１） 

（山梨第２） 

（群馬第１） 

（茨城第２） 

（千葉第１） 

（埼玉第２） 

暁星中 

 
 

0

1

1

0

1

0

1

10

3

1

1

0

0

1

3

1

2

 

3

2

6

0

2

1

0

4

1

0

0

1

３種

決勝戦
新座二中－暁星中

●決勝ラウンド
一回戦 浦和レッズ ３（１－１）（２－０）１ コンサドーレ札幌

得点者：原口、鈴木、阪野

準々決勝　浦和レッズ ３（１－０）（０－１）１ 市立船橋高校（１－０）（１－０）
得点者：鈴木、原口、阪野

準決勝 浦和レッズ １（０－２）（１－２）４ 流通経済大学付属柏高校
得点者：鈴木

※優勝は流通経済大学付属柏高校

２００７年度関東社会人リーグ・２部
第５節 古河電工千葉 ３（０－０）（３－１）１ 飯能ブルーダー

得点者：清水
与野蹴魂会 ２（１－１）（１－１）２ 青梅ＦＣ
得点者：谷２

第６節 飯能ブルーダー ４（２－０）（２－０）０ 韮崎アストロズ
得点者：中野、石牟礼、矢部、河崎
神奈川教員ＳＣ ２（０－１）（２－１）２ 与野蹴魂会

得点者：オウンゴール、谷
第７節 飯能ブルーダー ４（４－３）（０－１）４ 厚木マーカス

得点者：清水直２、矢部、水沢
クラブドラゴンズ ４（１－０）（３－２）２ 与野蹴魂会

得点者：谷２

※飯能ブルーダは３位、与野蹴魂会は５位で終了した。優勝したクラブ
ドラゴンズは、来年度１部昇格を果たした。
個人表彰　得点王……谷　大樹（与野蹴魂会）１６得点

ベストイレブン……ＤＦ河野大樹（飯能ブルーダー）
ＭＦ石牟礼泰成（飯能ブルーダー）
ＦＷ谷　大樹（与野蹴魂会）

adidas CUP２００７
第３１回日本クラブユースサッカー選手権（Ｕ－１８）大会
７月２７日～８月５日　Jヴィレッジ

●Aグループ

●Eグループ

●決勝トーナメント
準々決勝　浦和レッズ １（０－２）（１－３）５ サンフレッチェ広島

得点者：林

※優勝はガンバ大阪

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋７ 

＋３ 

０ 

－１０ 

チーム名 

浦和レッズユース 

大分トリニータ U－１８ 

ヴィッセル神戸ユース 

愛媛ＦＣユース 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

９ 

４ 

３ 

１ 

勝 

３ 

１ 

１ 

０ 

分 

０ 

１ 

０ 

１ 

負 

０ 

１ 

２ 

２ 

得失差 

＋７ 

－１ 

－２ 

－４ 

チーム名 

ガンバ大阪ユース 

コンサドーレ札幌 U－１８ 

FC東京 U－１８ 

大宮アルディージャユース 
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大会記録７

高円宮杯第１９回全日本ユース（Ｕ－１５）サッカー選手権大会関東大会
１１月４日～１７日　各地

Ｂブロック 成立ゼブラＦＣ ２－１ 前橋エコー
坂戸ディプロマッツ １－４ ジェフ習志野
成立ゼブラＦＣ ３－４ ジェフ習志野

Ｃブロック 大宮アルディージャ ４－１ 町田ＪＳＣ
大宮アルディージャ ５－２ フォルトゥナＳＣ
大宮アルディージャ ３－１ 三菱養和ＳＣ

Ｄブロック 浦和レッズ ３－１ ＪＡＣＰＡ
バルセロナ ７－０ FC CORUJA
浦和レッズ １－１ 湘南ベルマーレ

（４ＰＫ１）
浦和レッズ ３－３ 川崎フロンターレ

（５ＰＫ４）

Ｅブロック 東松山ペレーニア １－６ FC東京U－１５深川

※大宮がＣブロック、浦和がＤブロックで１位となり、高円宮杯第１９回
全日本ユース（U－１５）サッカー選手権大会に出場する。

４種
第３１回関東少年サッカー大会
８月１０日、１１日　大井陸上競技場他

●グループリーグ
A組 ＦＣ鶴ヶ島 ２－０ 高崎ドリームス中川

ＦＣ鶴ヶ島 ０－５ 柏レイソルU－１２
※ＦＣ鶴ヶ島はグループ２位。

Ｃ組 戸塚ＦＣＪｒ ３－０ 古河ＳＳ
戸塚ＦＣＪｒ 1－０ FC千葉なのはなU－１２

※戸塚ＦＣＪｒはグループ１位。

G組 上福岡少年少女SC 1－０ FC習志野U－１２
上福岡少年少女SC ０－０ 町田ＪFC

※上福岡少年少女SCはグループ１位。

２００７年度第１１回KCYリーグ兼Ｊユースカップ予選
８月１４日～１１月４日

●１次リーグ

●２次リーグ

●決勝トーナメント
１回戦 FCトリプレッタ ４－０ 飯能ブルーダー
※優勝した千葉ＳＣはＪユースカップに出場。準優勝した横河武蔵野Ｆ
Ｃは、ＦＣみやざきバルセロナとプレーオフを戦う。

　 勝 

３ 

３ 

３ 

１ 

０ 

勝点 

９ 

９ 

９ 

３ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

１ 

１ 

１ 

３ 

４ 

得失差 

＋２４ 

＋１５ 

＋１４ 

＋１ 

－５５ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

Aグループ 

ACフツーロ 

フォルマーレ 

図南ＳＣ 

カリオカ足立 

エスペランサ東京 

　 勝 

３ 

３ 

２ 

１ 

０ 

勝点 

１０ 

９ 

６ 

３ 

１ 

分 

１ 

０ 

０ 

０ 

１ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

３ 

得失差 

＋９ 

＋１ 

＋３ 

－６ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

Ｄグループ 

飯能ブルーダー 

ＦＣ町田ゼルビア 

杉並アヤックス 

かながわクラブ 

YSCC

　 勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋９ 

＋６ 

－４ 

－１１ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

Aグループ 

三菱養和 

常総アイデンティ 

OSA 

ACフツーロ 

　 勝 

２ 

２ 

１ 

０ 

勝点 

７ 

６ 

４ 

０ 

分 

１ 

０ 

１ 

０ 

負 

０ 

１ 

１ 

３ 

得失差 

＋１２ 

－５ 

０ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

Ｃグループ 

千葉ＳＣ U－１８ 

飯能ブルーダー 

栃木ＳＣ 

ＦＣ川崎栗の木 

２００７年度関東ユース（Ｕ－１５）サッカーリーグ
●前期・Aブロック

●前期・Bブロック

●後期・上位ブロック

●後期・下位ブロック

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

１２ 

９ 

７ 

７ 

６ 

３ 

勝 

４ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

分 

０ 

０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

１ 

２ 

２ 

２ 

３ 

４ 

得失差 

＋１３ 

０ 

０ 

－１ 

＋１ 

－１３ 

チーム名 

ヴェルディジュニアユース 

横浜Ｆ・マリノスジュニアユース 

浦和レッズ 

ジェフ習志野 

川崎フロンターレ（U－１５） 

図南サッカークラブ群馬 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

１３ 

１０ 

８ 

６ 

６ 

０ 

勝 

４ 

３ 

２ 

２ 

２ 

０ 

分 

１ 

１ 

２ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

１ 

３ 

３ 

５ 

得失差 

＋１０ 

＋３ 

＋２ 

０ 

－２ 

－１３ 

チーム名 

ヴェルディジュニアユース 

横浜Ｆ・マリノスジュニアユース追浜 

柏レイソルユース 

三菱養和ＳＣ巣鴨 

浦和レッズ 

横浜Ｆ・マリノスジュニアユース 

　 順位 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

勝点 

１２ 

１２ 

７ 

６ 

４ 

２ 

勝 

４ 

４ 

２ 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

２ 

負 

１ 

１ 

２ 

３ 

３ 

３ 

得失差 

＋４ 

＋８ 

－１ 

＋１ 

－５ 

－７ 

チーム名 

FC東京深川 

川崎フロンターレ（U－１５） 

大宮アルディージャ 

ジェフ習志野 

図南サッカークラブ群馬 

鹿島アントラーズ 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

１２ 

１２ 

７ 

６ 

４ 

３ 

勝 

４ 

４ 

２ 

２ 

１ 

１ 

分 

０ 

０ 

１ 

０ 

１ 

０ 

負 

１ 

１ 

２ 

３ 

３ 

４ 

得失差 

＋６ 

＋４ 

＋７ 

－３ 

－３ 

－１１ 

チーム名 

三菱養和巣鴨ＳＳ 

横浜Ｆ・マリノスジュニアユース追浜 

柏レイソルユース 

FC東京深川 

鹿島アントラーズ 

大宮アルディージャ 

第３８回全国中学校サッカー大会
８月１９日～２４日　Jヴィレッジ

１回戦 青森山田中学校 ４－２ 新座市立第二中学校
※優勝は日章学園中学校（宮崎県）

adidas CUP２００７
第２２回日本クラブユースサッカー選手権（Ｕ－１５）大会
８月１０日～１９日　Jヴィレッジ

●Bグループ

●決勝トーナメント
１回戦　清水エスパルス ３（２－１）（１－１）２ 浦和レッズ

得点者：矢島、鈴木
※優勝は京都サンガ

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

７ 

７ 

３ 

０ 

勝 

２ 

２ 

１ 

０ 

分 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

０ 

２ 

３ 

得失差 

＋３ 

＋２ 

０ 

－５ 

チーム名 

横浜Ｆ・マリノスジュニアユース 

浦和レッズジュニアユース 

ヴィッセル神戸ジュニアユース 

シルフィードフットボールクラブ 
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大会記録８

第１３回関東女子サッカーリーグ
●１０月２０日現在

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝点 

２６ 

２４ 

１８ 

１８ 

１５ 

１４ 

９ 

３ 

試合数 

１１ 

１１ 

１１ 

１１ 

１２ 

１０ 

１１ 

１１ 

勝 

８ 

８ 

５ 

６ 

５ 

４ 

２ 

１ 

分 

２ 

０ 

３ 

０ 

０ 

２ 

３ 

０ 

負 

１ 

３ 

４ 

５ 

７ 

４ 

６ 

１０ 

チーム名 

日本体育大学 

日テレ・メニーナ 

浦和レッズＪr 

武蔵丘短期大学 

東京女子体育大学 

神奈川大学 

横須賀シーガルズ 

浦和本太レディース 

女子
MOCなでしこリーグ・DIVISION１
第１２節 TASAKIペルーレ １（０－０）（１－１）１ 浦和レッズ

得点者：堀田

第１３節 Jasra ０（０－０）（０－１）１ 浦和レッズ
得点者：オウンゴール

第１４節 日テレ・ベレーザ ３（１－０）（２－１）０ 浦和レッズ
第１５節 浦和レッズ ５（４－０）（１－２）２ アルビレックス新潟

得点者：安藤４、岩倉

第１６節 伊賀ＦＣくの一 １（１－１）（０－３）４ 浦和レッズ
得点者：安藤２、北本、柳田

第１７節 浦和レッズ ２（１－０）（１－１）１ INAC レオネッサ
得点者：庭田、北本

第１７節 浦和レッズ ２（０－０）（２－０）０ 岡山湯郷Belle
得点者：窪田、安藤

※第１８節を終え、浦和は３位。

MOCなでしこリーグ・DIVISION２
第１３節 ASエルフェン狭山 ２（１－１）（１－２）３ バニーズ京都

得点者：山崎、由井

第１４節 ルネサンス熊本 １（１－４）（０－３）７ ASエルフェン狭山
得点者：菅野、由井、オウンゴール、佐藤２、関根

第１５節 ジェフ市原千葉 ４（２－０）（２－１）１ ASエルフェン狭山
得点者：関根

第１６節 ASエルフェン狭山 １（０－０）（１－０）０ 福岡アランクス
得点者：下沖

第１７節 東京電力マリーゼ ４（１－０）（３－０）０ ASエルフェン狭山
第１８節 ASエルフェン狭山 ２（１－１）（１－１）２ 福岡アランクス

得点者：山崎２

第１９節 清水第八プレアデス ０（０－１）（０－４）５ ASエルフェン狭山
得点者：下沖２、オウンゴール、薊、山崎

第２０節 バニーズ京都 ３（１－１）（２－２）３ ASエルフェン狭山
得点者：山崎３

第２１節 ASエルフェン狭山 ７（４－０）（３－０）０ ルネサンス熊本
得点者：保谷、下沖２、薊、山崎３

※最終節を終え、狭山は５位。

なでしこリーグカップ
９月２日～２４日　埼玉スタジアム２○○２他

●予選ラウンド

●決勝トーナメント

※日テレ・ベレーザが初優勝

　 勝 

３ 

１ 

０ 

０ 

勝点 

９ 

４ 

２ 

１ 

分 

０ 

１ 

２ 

１ 

負 

０ 

１ 

１ 

２ 

得失差 

＋１６ 

－２ 

－２ 

－１２ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

Aグループ 

ベレーザ 

市原千葉 

大原学園 

AS狭山 

　 勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋１６ 

＋７ 

－１６ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

Ｂグループ 

浦和レッズ 

新潟Ｌ 

福岡AN 

B京都 

ベレーザ 
INAC 
浦和 

マリーゼ 

ベレーザ 

２ 

１ 

５ 

０ 

１ 

１ 

０ 
 
０ 
延長 
４ 
 
２ 
PK

第１９回全国レディースサッカー大会
〈レディース・エイト（４５歳以上）オープン大会〉
１１月１６日～１８日　清水総合運動場
●１ラウンド・Ｄグループ

●順位決定トーナメント
【４位グループ３位決定戦】

ひごたいクラブ ０－０ 坂戸ビアンコ
【４位グループ】

藤枝バイオレット ０－０ 坂戸ビアンコ
（２ＰＫ１）

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

７ 

７ 

３ 

０ 

勝 

２ 

２ 

１ 

０ 

分 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

０ 

２ 

３ 

得失差 

＋１１ 

＋３ 

－３ 

－１１ 

チーム名 

チーム・羽衣 

室蘭アイスバーズ 

福井フェイエノールト 

坂戸ビアンコ 

第１６回全日本高等学校女子サッカー選手権大会
７月２９日～８月５日 ヤマハスタジアム他
●１次ラウンド・Ｂグループ

●Eグループ

※本県代表２チームは１次ラウンドで敗退。優勝は鳳凰高等学校（鹿児島県）

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋１３ 

－２ 

－４ 

－７ 

チーム名 

鳳凰高等学校 

大阪桐蔭高等学校 

埼玉栄高等学校 

桐陽高等学校 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋１５ 

＋１ 

－４ 

－１２ 

チーム名 

日ノ本学園高等学校 

埼玉平成高等学校 

村田女子高等学校 

福島県立富岡高等学校 

第３１回全日本少年サッカー大会決勝大会
８月４日～１１日　Jヴィレッジ
●予選リーグ・Aグループ

●決勝トーナメント
１回戦 江南南ＳＳ ０－０ 高田ＦＣ

（３ＰＫ５）
※優勝はヴェルディ

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

１３ 

１２ 

１０ 

４ 

３ 

１ 

勝 

４ 

４ 

３ 

１ 

１ 

０ 

分 

１ 

０ 

１ 

１ 

０ 

１ 

負 

０ 

１ 

１ 

３ 

４ 

４ 

得失差 

＋２４ 

＋５ 

＋１０ 

０ 

－２９ 

－１０ 

チーム名 

江南南サッカー少年団 

横浜Ｆ・マリノスプライマリー追浜 

大分トリニータジュニア（U－１２） 

鶴山ジュニアサッカークラブ 

貴志少年サッカークラブ 

南万代フットボールクラブ 

江南南サッカー少年団－貴志少年SC

●順位トーナメント
１位パート
１回戦 戸塚ＦＣＪｒ １－０ バディ

上福岡少年少女SC ０－０ 藤沢ＦＣ
（２ＰＫ４）

準決勝 柏レイソル ３－０ 戸塚ＦＣＪｒ
２位パート
１回戦 ＦＣ鶴ヶ島 ０－３ 西那須
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【日本代表関係】
FIFA U－２０ワールドカップ カナダ２００７
６月３０日～７月２２日

FW 河原和寿（大宮東高校→アルビレックス新潟）
※日本は決勝トーナメント１回戦敗退

FIFA U－１７ワールドカップ 韓国２００７
８月１８日～９月９日

DF 高橋峻希（浦和レッズユース）
MF 山田直樹（ 〃 ）
※日本はグループリーグ敗退

AFC U－１９女子選手権中国２００７
１０月５～１６日　中国・重慶

MF 山崎円美（ＡＳエルフェン狭山）
※日本は準優勝。優勝は朝鮮民主主義人民共和国。監督は佐々
木則夫氏（元大宮アルディージャ監督）

【トレセン関係】
関東Ｕ－１５トレセンリーグ
第１節 ９月９日 埼玉県 ３－３ 山梨県
第２節 ９月３０日 埼玉県 ２－０ 栃木県

関東Ｕ－１４トレセン交流戦
第１節 ９月９日 埼玉県 ０－２ 大宮アルディージャ

関東Ｕ－１３トレセン交流戦
第１節　９月９日 埼玉県 ０－６ 大宮アルディージャ
関東Ｕ－１２トレセン交流戦
第２節 ９月３０日 東京都Ａ ４－５ 埼玉県Ａ

東京都Ｂ ６－０ 埼玉県Ｂ
※各カテゴリーとも、雨天のため消化分のみ

U－１８女子関東交流戦
北関東ブロック戦
１回戦　７月１日 埼玉県 ７－０ 群馬県
２回戦　　　　　　 埼玉県 １－１ 山梨県

（６ＰＫ５）

１位決定戦
９月２４日 埼玉県 ０－５ 神奈川県

※埼玉県は２位

技術委員会大会記録９

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

３ 

２ 

２ 

１ 

１ 

１ 

０ 

０ 

分 

１ 

０ 

０ 

１ 

１ 

１ 

０ 

０ 

負 

０ 

０ 

０ 

２ 

０ 

２ 

２ 

４ 

得失差 

＋１０ 

＋１０ 

＋５ 

＋４ 

＋１ 

－２ 

－９ 

－１９ 

勝点 

１０ 

６ 

６ 

４ 

４ 

４ 

０ 

０ 

チーム名 

山梨県 

東京都 

茨城県 

千葉県 

栃木県 

埼玉県 

神奈川県 

群馬県 

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

勝 

４ 

３ 

２ 

２ 

２ 

１ 

０ 

０ 

分 

０ 

１ 

１ 

１ 

１ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

０ 

１ 

１ 

１ 

３ 

４ 

４ 

得失差 

＋２１ 

＋１０ 

＋１０ 

＋４ 

＋２ 

－９ 

－１６ 

－２２ 

勝点 

１２ 

１０ 

７ 

７ 

７ 

３ 

０ 

０ 

チーム名 

埼玉県 

千葉県 

神奈川県 

東京都 

栃木県 

群馬県 

茨城県 

山梨県 

第５回関東女子トレセンリーグ（Ｕ－１２）リーグ表・４節現在

２００７年第４回関東女子Ｕ－１５トレセンリーグ・１１月１１日現在

ティファールカップ第４回全日本女子フットサル選手権大会
関東大会
９月１６日、１７日　取手グリーンスポーツセンター
●予選リーグ・Ｂブロック

※優勝したBardal URAYASU Futbol Sola Las Bonitasは本大会に
出場する。

シニア
第２０回全国スポーツ・レクレーション祭 壮年サッカー
９月２３日～２５日 青森スポーツ広場他

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

勝点 

７ 

６ 

５ 

４ 

２ 

０ 

勝 

２ 

２ 

１ 

１ 

０ 

０ 

分 

１ 

０ 

２ 

１ 

２ 

０ 

負 

０ 

１ 

０ 

１ 

１ 

３ 

得失差 

＋６ 

＋２ 

＋２ 

－３ 

－２ 

－５ 

チーム名 

埼玉シニアＦＣ 

岐阜県選抜 

ＦＣ３５シオガマ 

山口県四十雀サッカークラブ 

NARA FC 

香川シニア５０ 

フットサル
第９回関東フットサルリーグ２部
第４節　N.U.FantarsSALL-TRAP ０－１２ 高西Futsal Clube Kawagoe
第５節　CAFURINGA 東久留米 ４－３ 高西Futsal Clube Kawagoe
第６節　高西Futsal Clube Kawagoe ４－１ みつわ台FC千葉
第７節　武田消毒FINAL LEGEND ２－８ 高西Futsal Clube Kawagoe
第８節　高西Futsal Clube Kawagoe ８－０ 三榮不動産FC宇都宮
第９節　試合なし
第１０節　SnrEAGLES千葉 １－０ 高西Futsal Clube Kawagoe
※第１０節を終えて、高西Futsal Clube Kawagoeは４位

＊ 

●２－３ 

●０－６ 

○３－２ 

＊ 

●０－１ 

○６－０ 

○１－０ 

＊ 

勝点 

６ 

３ 

０ 

得失差 

＋７ 

０ 

－７ 

順位 

１ 

２ 

３ 

　 Amaralo　 PRONTO 大和 

Amaralo/峰ＦＣ 

PRONTO 

大和シルフィード９８ 

第１２回全日本女子ユース（U－１５）サッカー選手権大会
８月２５日～２９日 Jヴィレッジ
●Aグループ

※優勝は神村学園中等部

　 順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

勝点 

９ 

６ 

３ 

０ 

勝 

３ 

２ 

１ 

０ 

分 

０ 

０ 

０ 

０ 

負 

０ 

１ 

２ 

３ 

得失差 

＋１６ 

＋４ 

－２ 

－１８ 

チーム名 

神村学園中等部 

クラブフィールズ リンダ 

大宮ＦＣエンジェルス ０５ 

盛岡ゼブラレディースＦＣ 

第５回JFA関東ガールズ・エイト（U－１２）サッカー大会
８月２５日、２６日　御勅使南公園Ｂグランド（南アルプス市）他

※Ｃブロックで狭山アゼィリア、Eブロックで戸木南ボンバーズが準優勝。

Aブロック 

YSCCコスモス（神奈川１） 

青梅新町ＦＣ（東京３） 

千葉ボニータ（千葉４） 

浦和ラッキーズ（埼玉２） 

ＦＣ石岡（茨城３） 

前橋南チェリーズ（群馬２） 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

得失差 

＋１９ 

＋１０ 

＋１０ 

０ 

－１７ 

－２２ 

勝点 

１５ 

９ 

９ 

９ 

３ 

０ 

Ｂブロック 

新林レディース（神奈川３） 

吉井Ｒスパローズ（群馬１） 

エスペランサ（山梨１） 

北区さくらガールズ（東京４） 

東大宮エンジェルス（埼玉４） 

市川ＦＣＬ（千葉２） 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

得失差 

＋９ 

＋７ 

＋５ 

＋２ 

＋２ 

－２５ 

勝点 

１２ 

１２ 

９ 

６ 

６ 

０ 

Cブロック 

松戸ＦＣ（千葉３） 

狭山アゼィリア（埼玉１） 

茅ヶ崎ＦＣなぎさ（神奈川４） 

ＲＪＣ古河（茨城１） 

はやぶさＦ.Ｃ.（東京２） 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

得失差 

＋９ 

＋１ 

０ 

－４ 

－６ 

勝点 

１２ 

７ 

７ 

１ 

１ 

Eブロック 

すすき野レディース（神奈川２） 

戸木南ボンバーズ（埼玉３） 

バディＦ.Ｃ.（東京１） 

KASHIMA-LSC（茨城２） 

藤岡ブルートパーズ（群馬４） 

順位 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

得失差 

＋８ 

＋１５ 

＋５ 

－１３ 

－１５ 

勝点 

１２ 

９ 

６ 

３ 

０ 



開催された。高い意識を持って、埼玉の財産を育てていっていた
だきたい。

●外部指導者派遣に向けて
SFAミッション特命委員会から技術委員会への働きがけがあ

り、3種、それも中体連への外部指導者派遣の準備を進めている。
先日、その候補者に集まっていただき、講習会を開催した。
候補者は、近年退職されたシニア世代の方々。ただサッカーの

指導ができればいいというのではなく、サッカーの本質を伝える
ことができ、教育的な配慮ができるという人材を、（財）埼玉県
サッカー協会公認指導者として送り出したいと思っている。
まだ人数は少数。指導者ライセンスをお持ちで、「我こそは」

という方は、事務局までご連絡していただきたい。
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●平成１９年度強化研修会開催
プレ－ヤ－の技術のレベルアップが図られている今日、審判

の技術もそれに応えるべくレベルアップを要求されてきてい
る。そんな重要な任務を審判員が任されていることをしっかり
受け止め、よりよいゲ－ム展開への技術を磨くために、平成１９
年度強化研修会が行われた。
県内の強化審判員は、１０月６、７日の２日間、全国高校選手

権大会埼玉県大会の試合の審判に割り当てられ、大宮南高校会
場他５会場で、各会場に派遣されたインストラクタ－の方から
試合終了後、御指導をいただいた。その後宿舎での全体会では、
各会場での課題・問題点を提起し、話し合いを行い、併せて大
宮南会場での試合を使ってのビデオ研修も行った。試合の中で
問題となる場面についてインストラクタ－の方も含め皆で意見
を出し合い、時間がもっと欲しいと思わせるような充実した研
修会であった。
今後、瞬時の的確な判断を養うために、また誰もが良いゲ－
ムだったと思えるように、それぞれの持ち味を発揮しながら、
トップレフリ－をめざし、経験を積んでいってもらいたい。
（指導部・渡辺典子）

【トレセン審判研修会】
審判委員会は、技術委員会と連携して審判研修を行っていま

す。多くの方にご参加頂き、個々のレベルアップに役立てて頂
ければと思います。よろしくお願い致します。

●０７年度公認Ｓ級ライセンス取得者（埼玉関係分）
望月　　聡　　浦和レッズ
岩井　厚裕　　蕨市立東中学校
福田　正博　　JFA アンバサダー
山崎　茂雄　　飯能ブルーダー
※ご活躍を期待しています。

●レフェリーカレッジ２００８（５期生）入学合格者
佐藤　俊介（関東／埼玉：常勤講師２４歳）
※埼玉からは初の入学者

●北部４種対象にタウンミーティング開催
９月１６日に、北部４種を対象としたタウンミーティングが、美
里町遺跡の森館にて行われた。横山専務理事により、SFAミッ
ションの紹介と現状説明がなされた。
質疑応答では、４種リーグでのビブス
利用、審判報告書の省略など、規則緩
和が求める意見が出た。
このように種別、地域だけでなく、

各市町村にも「タウンミーティング」は
出て行こうと思っているので、事務局
までお問い合わせください。

審判委員会

インフォメーション

●埼玉県北部地区指導者研修会開催

８月１２日、埼玉工業大学において、平成１９年度埼玉県北部地
区指導者研修会を開催された。参加者は１００人。県技術委員会、
県審判委員会のインスト
ラクターの講習会が開催
され、同時にＣ級、Ｄ級ラ
イセンスのリフレッシュ
講習会にもなった。
これは４種リーグ開催に

合わせて、指導者のレベル
アップを図ることを目的に

第１２回首都圏少女サッカー交流大会
９月２２日 駒沢オリンピック運動公園第一球技場

※U－１２女子埼玉県トレセンチームは準優勝。優勝は千葉フェニックス。
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千葉フェニックス（千葉県選抜チーム） 

東京都Ｂブロック選抜 

茨城県女子U－１２トレセン選抜チーム 

山梨県少女トレセンチーム 

群馬県少女選抜チーム 

神奈川県少女選抜チーム「ゆり」 

栃木県少女選抜チーム「空（そら）」 

U－１２女子埼玉県トレセンチーム 

栃木 千葉 
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<内容>
・トレセンの試合（選考会・リーグ）の審判をやって頂きます。
・試合終了後、インストラクター（もしくは2級審判員等の上級
者）がアドバイスをします。また、トレセンスタッフからも技
術の視点でアドバイスを頂きます。
・研修会の扱いになりますので、大変申し訳ございませんが、
手当て（交通費等も含む）はございません。
<対象審判員>
３級審判員（２級の方が指導を兼ねて参加して頂いても構いません）
<申込方法>
審判を希望される方は、別紙に必要事項をご記入の上、（財）

埼玉県サッカー協会までFAX（０４８－８３４－２００４）をお送り
ください。申し込みの締め切りは、原則として希望の試合の２
週間前までにお願い致します。調整を致しまして、各審判員の
方にこちらからご連絡を差し上げます。
※原則として先着順となります。あらかじめご了承下さい。
なお日程につきましては、ホームページを参照ください。

【埼玉県レフェリートレセン】
（財）埼玉県サッカー協会の登録審判員で、技術と資質の向上
に意欲がある方でしたらどなたでも参加できます。事前の申込
は必要ありません。審判手帳をご持参の上、直接会場へおいで
ください。雨天でも基本的にいます。また、インストラクター
の方のご参加もお待ちしております。毎月１回開催しておりま
す。なお、日程はホームページを参照ください。
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編集後記
すぐ後ろで「ドスン」という音が。振り返ってみる
と、そこにはサポーターからのありがたくないプレ
ゼント（拳２個分ぐらいの大きさの石）が転がって
いた。今となっては、笑って話せるが、その時は本
当にゾッとした。またこれ以外にもここには書き切
れない程の沢山の貴重な経験をさせて頂いた。何か
の機会にお伝えできればと思う。（東城）
●この間まで暑かったはずなのに、朝晩少しずつ寒
くなり、暦はもう１１月。日々追われる生活になって
いるので、今年も残すところあと１ヶ月、いろいろ
と見直して考える事ができたらいいですね。（かの
う）
●フィットネスクラブでのダイエットに挫折…。やは
りボールと共に走るのが１番☆（小豆澤）

●おめでとう浦和レッズ。真っ赤に染まった埼玉ス
タジアムでついにアジア制覇を果たした。県民の日
に最良のプレゼントとなった。６万人のサポーター
の巨大な星の一人として誇りに思う。
さて、大宮公園サッカー場がNACK５スタジアム大
宮として新装された。ピッチとスタンドが近く、選
手の汗が飛んできそうな距離がいい。昔ゴール裏の
湿地で球拾いをしたのを思い出す。
オープニングゲームは降格争いをする大分、雷雨

のなかオレンジの炎でスタンドを一色にしたサポー
ターの応援むなしく「凱旋」を勝利できなかった。
雨具もなく、びしょぬれで応援したのに。（�橋）
●秋の大会の多さに驚いています。選手・役員・応
援の人達の活躍をお祈りするとともに、ご健康にも

気をつけて下さい。（坂庭）
●先日、保育園勤務時代の教え子達との同窓会があ
りました。１４年ぶりに会う当時６歳の子ども達は、
すっかり成人に!!でも笑顔はやっぱり昔のままでか
わいかった♪（こいち）
●第１回４種リーグ戦も、１１月１７日をもって終了
しました。如何だったでしょうか。「チームのレベ
ルアップは個のレベルアップなしにはない。サッカ
ーはそういうスポーツです」by Osim（栗島）
●あっという間に年末を迎えました。皆さ～ん！
今年も残り僅かですが、サッカーを通じ、幸せな毎
日を☆☆☆（ほうしと）
●中国リーグの審判をする機会を与えて頂き、１０月
末から約３週間中国へ行ってきた。とある試合中、

インフォメーション
●JFAキッズＵ－６サッカーフェスティバル
in埼玉スタジアム２００２開催
９月１６日、真夏並みの暑さの中で、JFAキッズＵ－６サッカー
フェスティバルin埼玉スタジアム２００２が開催されました。
１５１チーム、２,３３２名のキッ
ズたちが、埼玉スタジア
ムでサッカーを楽しみま
した。６,３００人もの父兄、
関係者に見守られながら、
１試合８分のゲームをそれ
ぞれ３試合行いました。
この中から、将来選手と
してこのピッチに立てる
子供が出てきてくれるこ
とを祈っています。

●越谷Ｕ－１６・１５リーグ開催
１０月１３日から、越谷市内では２種と３種の交流を目的とした

「越谷Ｕ－１６・１５リーグ」を始めている。持ち回りで市内の高校６
校を会場とし、越谷八潮トレセンＵ－１５と越谷八潮トライアル
SFA（引退した中学３年生）、そして各高校のＵ－１６が１日の中で
総当たり戦を行うというもの。
中学生には高校サッカーに触れ
ることができ、新年度に向けて
いい準備ができる場となってい
る。２種と３種が連携して地域
がまとまっていくことは素晴ら
しいこと。これからの展開を期
待したい。

●心当たりがあれば、教えてください
静岡の方から、さいたま市役所へこのような手紙が来たそうです。

「９月１０日（月）、市民会館おおみやの前にて、すてきな男子学
生集団に会いました。
私の前を通って市民会館に入った学生が、「こんにちは、こん

にちは」と挨拶をして通り過ぎました。現代社会では忘れられた
現実に唖然としてしまい、この学生達に挨拶を返す事も忘れ、我
を取り戻した時は学生達が市民会館の中に入った時でした。既に
見えなくなった学生達の方向に向かって、私は潔く頭を下げまし
た。「こんにちは」と。
私は市民会館の入り口にいる人達に「今の学生はどこの学校で

すか」と聞きましたが、誰も「わからない」との返事でした。サッ
カーの抽選会（注：高校選手権）でたくさんの学校から来ているの
で、わからないとの事でした。
薄い青色のシャツに紺のスラックスを制服にしている学校で礼

儀作法のできた学校を御教え下さい。挨拶をされたのに、挨拶を
返せなかった自分を恥ずかしく思っております。
今まで市民会館おおみやの前に集まる学生に嫌な感情を抱いて

いましたが、もう一度見直してみます。」

●４種リーグ写真展開催
８月１１日と１２日の両日、さいたま市北区にあるステラタウン

において、「埼玉県４種リーグ写真展」（KDDI主催）を開催した。
買い物客が足を止めて、熱心に写真を眺めていた。なお、１２日に
はJFAアンバサダーである福田正博氏の講演会が開催され、こち
らも多くの親子連れで賑わった。

●第１回埼玉県第４種サッカー選手権大会、日程決まる
今年スタートした「４種リーグ」を締めくくる選手権大会が行

われます。
１２月８日（土）１、２回戦
東部会場：北川辺総合運動公園グラウンド
西部会場：吉見ふれあい広場
南部会場：新座多目的グラウンド
北部会場：神川町町立運動公園サッカー場

１２月１６日（日）３、４回戦
埼玉スタジアム第２・第３グラウンド

１２月２４日（月・祝）
準決勝：埼玉スタジアム第２・第３グラウンド
決勝：埼玉スタジアム２○○２
※詳細は、SFAホームページを参照してください。

●「埼玉サッカー１００年史（仮称）」制作のお願い
現在、SFAでは「埼玉サッカー１００年史（仮称）」を制作中です。

そこで、皆様がお持ちの映像、写真、そして昭和５８年～平成１０
年程度の各種別県大会結果（トーナメント表）を借用させていた
だきたいと思っています。お手持ちの資料の一覧をSFAまでフ
ァクスしてください（０４８-８３４-２００４）。折り返し連絡させてい
ただきます。ご連絡、お待ちしております。

●天皇杯準々決勝チケット好評発売中
１２月２３日１３時より埼玉スタジアム２○○２において、天皇杯
準々決勝が開催されます。 カードは、浦和レッズ絡みの山です。
今年最後の天皇杯も埼スタを赤く染めましょう。

●理事の交代がありました。
理事会において、８月１日付で渡邉誠吾氏の理事就任が承認さ

れましたので、ご報告いたします。
旧　中村　博（エヌ・ティ・ティ・スポーツコミュニティ 株式
会社代表取締役社長）
新　渡邉誠吾（エヌ・ティ・ティ・スポーツコミュニティ 株式
会社代表取締役社長）
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